
原稿を掲戦して９年の年月が経過し

た。平城調秀部員が、400字以内とい
う制限の中で書きつづってきた小論

平城宮跡発掘調査部が1997年度に実施した発掘調査

で、本巻に掲載しなかったものを表20に示す。

◆『むれしかｊｌｏｏ回
奈良県警察の月刊誌・『むれしか」
の表紙裏に、発掘成果をもとにした

地区

表２０１９９７年度その他の調査一覧表

３その他の調査一覧

平城専こらむ柵④

表２０１９９７年度その他の調査一覧表
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文は、平成10年の９月号で記念すべ

き第100回目を迎える。記念号の執筆
ははたして誰の手に!？（Ｔ）

網

、

執筆者
No.|年月’表題 執筆者 ＮＣ 年月 表題 執筆者 ＮＣ 年月 表題

一
・
■
■
■
■
■
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐

｜
ｌ
ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｎ
－
ｎ
ｕ
過
皿
喝
恥
ｒ
鴫
凹
加
一
虹
塑
泌
誕
弱
錨
野
鍋
羽
鋤
エ
ー
２
３
４

幅
３
３
３
３

9051
９０６

９０７

９０８

::ｉ
９０１１

９０１２

９１１

素’
９１５

９１６

９１７

９１８

:li，

遡
９２１

９２２

，;:ｉ
９２５

’９２６
９２７

９２８

:;i，
９２１］

9２１２

９３１

９３２

役人の七つ道典

篇をよぶお金

奈良時代の鏡

備紋と考古学

建物部材のひな形

平城京の道路

無難無処理
隼人の盾

住宅の柱

少年犯罪の木簡

平城宮と京の下水道

古代の品寅管理

羊を形どった硯

宮殿下に眠る古墳

役人の勤務評定

'警鰯識
|中国へ伝わった日本ﾑﾘ

l雛羅孟
|雛w‘
｜どじなギャンプラー

｜鏡の紙（２）

膳;二‘
|舞誤輔種

町川章

金子裕之

杉山洋

佐川祇敏

松本修自

小野他吉

舘野和ＬＬ

小池伸彦

野和1-1

､池伸彦

玉、芳英

小灘毅

森公章

本１１』真

浅川滋男

森本晋

巽涼一郎

岸本直文

寺崎保広

間瀬妥一

烏田敏男

中村慎一

毛利光俊彦

山崎信二

渡挫兇宏

小野他吉

上野邦一

臼杵勲

金子裕之

杉111洋

小灘毅

森公車

荷.諭要＝
藤Ⅲ盟児

玉、芳英

佐川正敏

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
、

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
｛
５
５
５
５
５
５
５
５
５
代

－
１
２
３
４
５
６
７
８

－
６
６
６
６
６
６
６
６

9３３

９３４

９３５

９３７

９３８

９３９

９３１０１

９３１１

９３１２

９．１１

９４２

９４３

９４４

９４５

９-１６

９４７

９４８

９４９

９４１０

９４１１

９４１２

９５１

９５２

９５３

９５４

９５５

６
７
８
９
Ⅲ
皿
廻
１

５
５
５
５
５
５
５
６

９
９
９
９
９
９
９
９

蝋欝榊｜
呪いの人形

臥風紋鬼瓦

橋の棚干をかざる擬宝珠

奈良の鹿今昔

､Iを城宮』〔院庭側の植栽
造酒司の御井

酒艶の封印

,一二条111の澗

躍王の脚擁耐蛸いた蝋の磯

修理司の瓦

木簡と挫拶土器

統・頭塔

よみがえった大極殿

誠､胤人はうまいﾎ鍬んでいた力、

奈良時代の掩鍬

薬師寺は移延されたか

見出しつきの文､ＩＦの軸

繊斯噸…'鯉
奈良時代のゴミ

発掘調盃に見る地震

屋.根瓦

平城京の人口

大安寺西塔跡の保存

東朝集殿と)‘'1:招提寺誰堂
鉄で作った人形

古代の覚醒剤（シャプ）
大械殿の転変

「封筒」としての木簡

ボドの街路樹

酒造りの建物

鮒

源
難
戦

9６２

９６３

井戸のはなし、みたび

反逆罪と財産刑

加藤典二

古尾谷知浩

汀
池
氾
河
浦
祁
万
氾
刃
別
．

５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
ｕ
１

６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

ｌ
団
鋤
鎚
別
弱
部
師
路
釣
船
一
拠
蛇
鯛
別
蛎
鮎
師
肥
的
、
一
皿
皿

１

１，

｢蕊W蕊職
掘立柱の柱穴

平城京の銅銭（和同開弥）
ガラスを作ったルツボ

線（ちゅう）のお話

郁に届けられた封戸の帳簿

'柱根のこと

コロンボ藩部の眼

木製辿物を保存する

「ﾉj:十両」の人々

なにわ風のかわら

文例集の削隔

平城禽火種殿跡と朝堂院跡
大極殿-1-分の一模型

木の雛

斐を迎える木簡

二七休日の石仏

病気退治の願い

一木くり抜きの井筒

古代の庶民住宅事梢

とらのはなし

黒光りする焼物

平城宮朱権門の瓦

奈良時代の住宅聯怖

石のカラト古城

Ｈ本人と版き物

古代のビーズづくり

頭塔下古墳の発見

|岸本戒文

|小野他吉

艮尾充

|;遮俊塾
'粘灘
災尼充

|間瀬要一
↓過潅注座
金、明大

浦野孝之

渡遥兇宏

内川和仲

西山和宏

小林謙一

玉111芳英玉111

岩永省三

舘野和己

平群毅

蓮沼麻衣子

加藤真二

川越俊一

山崎ｲｉｉ完

古尾谷知浩

澗瀬要一

田辺征夫

次i1１淳

|雲りさ

呈画ラキミ､Aｧ鎌ﾙｬ

ロJ謬一、ヴグ、基へ

ワ負ワー１
ｰ可ヰグー一

282-5

282-9

282-15

右京三条一坊十六坪

左京三条二坊六坪

ｨ京三条-.-坊九坪

上方遺跡

頭塔（史跡整備）

発掘区

東西３ｍ×南北４ｍ

東西７ｍ×南北5.2ｍ

東西４ｍ×南北７ｍ

L字型トレンチ（幅約３ｍ、
東西2.8ｍ×南北８ｍ）

L宇型トレンチ（I陥約60ｃｍ、
東西5.9ｍ×南北3.4ｍ）

検出遺構

中世以降の洲・-上坑など －－

東西方向に並ぶ柱穴２雌と南北識１条
既洲在区との関係から奈良時代の辿構

捌立柱縦穴２基（時期不明）

浅い谷状をなす地１１１而の落ち込み
奈良時代の瓦片を含む終地土で埋め立てる

第７段石秋解体にともなう調査
第７段石硫雌下段部分を検出

出土遺物

ＷＺ４＃

平瓦８点

平瓦５点、丸瓦４＃

平凡69点、丸瓦23点

粁平瓦6732Fa型式１点、

平瓦15点、丸瓦７点

(、丸瓦14点、螺１




